




Studies on Image of ]apaneas Kimono. 
Part 1 : Relation between Likings-tendency of ]apanease 
Kimono and The Western Senses for Clothes. 
Tokiko Ijiri 
Detartment of Clothing Science 
Mukogawa W omen' s University， Nisinomiya 663 
The Kimono is， nowadays， worn by few people except for ceremonical opportunities， 
although it is even now highly appreciated as the national costume for the Japanese. In 
contrast to the case of men， women stil meet a variety of chances to wear the Kimono， 
e. g.， on the coming-of-age ceremony and other formal parties. 
Such a situation motivated us to investigate young women's senses concerned with new 
type of Kimonos (New-Kimono) thllt can be wom in daily life. By this investigation， 
following trends were observed: (1) the image of the Kimono generally arouses young 
women's interest in a favorable manner; (2) as a detai!ed example， a long叩sleevedKimono 
(Furisode) preferred by them is as such that differing from the traditional one in its colors， 
namely， that having plain colors characterized by the rom皐nticismwhich has prevailed 
during the Taisho era， and (3) there observations imply that， among these people， there 

















調査王概要は table1に示すとおりで， 6学科(被服，家政，英文， I主i文，教育，体育〉の女子短大 l年生
308名を対象に調査を行った.調査内容は①~④までの和服についての感覚的な;な識調賓とは枚の振初1のスラ
イド写真の17l診察詞対話による祝党的イメージ調査の2官官形式によって行った.




































毛足 関 内 P廿， 集計(%)
唱合名主 物 え雪物 振袖 25.7 









習い事 至極道茶道嘉手 日舞師匠 6.2 



































.2 ;担Tで foJ!U Ji: tfている人を見ると自がとまる 12民話器部知3~54Ë芸話器搭賦活19.8\Ü:'-4 .1.7
13 ;鰍の雑誌をみるのが好きである・ 品17.8献 吋:醗勾欄開17綱
14 ;習い事で干日販を繁る級会がある. 14法12.7 ，91. 
15 ;糊する崎、ある程度の和月間寺っていきたい 15 震設さ語力1. 8端部調縦撚~;~!:抗言1総長II
16 ;どんな議…凶合うかわからない・ 16 ~-勤時抱一紹同泊
¥7;従来のi賊より大正ロマンをl蛮じさ住る審物が 171お話24・'7O?控Hi.:?!i:'131・8O 問問33・6開盤側9・9減
好きだ.















5 ;ありふれた原よ哲変わっている叙が好きである b陪 17.寝間 i お総 麟鱗繍窃35.6e麟鱗欄渇16.
6 ;自分の好みはどちらかというと派手だとお・ よ蹴15.1a':閥均仏
7 ;綴もののi草原が好きである. 7止H9.91 47. 
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C. 出 1. 1 ~主計7
Fig. 4 i機会があれば和服をえti-J隠したいjと
iB民装でイメージチェンジを楽しむのが好きj











































































!J! 1~ (jヲ I古典的 !J! 1~ (j1 古典的
7>>j)いい 大人っlまい カ刈3いい 大人っぽい
大n!な 品t絡な 大n!な 品UI!な
派手な 地味な 派手な 地味な
脳性的 平凡な IlJI主的 平凡な
蓋HiIな 1s'i~な 五王室Eな
上品な 下品な 上品な 下品な
殺しみやすい ~J! しみに〈い 主主しみやすい ~J! しみ tこくい
設やかな fiちを若いた 緩やかな 1-ω “一一-< おち緩いた
鮮やかな 沈んだ 鮮やかな 沈んだ
まともな i!l:な まともな ←一一一変な
はっきりした lまっきりした ト一一一一→ぼんやりした
切るい Dgい 切るい 日高い
.llliのある 味気ない .llliのある 味気ない
i歪しい i紋しい i優しい 激しい









さらに fig.13にぷすように，この娠布lJKと f渋いえ守:物が好きjとの関係からも. i.l~\，、 Xf物が好きな人からも
好まれていることがわかる.





















K p <O.()] . 
Fig. 13 -，!Y(物に対するl将好と「渋いj守物が好きJ Cr =1l .2~421 









Cr =1I .1~(i22 
Fig. 14 ;号物Fに弁jする|将好と l;k:jEロマンのぶこ物が好きj
-171 
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